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軽量セメントモルタルを２回で塗り付ける場合、防火構造等の認定書に下塗り 10mm、上塗
り５mmと記載されていた場合、各層の塗厚を厳守しなければなりませんか。 また、総塗厚が
「15mm」と記載されている場合、15mm丁度に塗らなければならないですか。

旧通則認定の移行認定書の中には、総塗厚 15mmの場合、下塗り 10mm、上塗り５mmと明
記されているものがありますが、現在の国土交通省告示や個別認定においては総塗厚しか明記
されていません。軽量セメントモルタル塗り外壁の防火構造等の性能は総塗厚で担保されます
し、下塗りと上塗りの各層の塗厚は鉄網の山高によっても変わりますから、施工時の目安と考
えてください。
また、総塗厚については、国土交通省告示や個別認定においては「塗厚が増すほど防耐火上有利
」と判断していますので、数値のみが記載されている場合は最低限の塗厚と考えてください。
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令和3年6月に改正された国土交通省告示の防火構造と45分準耐火構造において、木造住宅外
壁の軽量セメントモルタルの仕様について教えてください。

軽量セメントモルタルの塗厚さが 20mm 以上の仕様のほかに、15mm 以上とする仕様が追
加されました。ただし、屋内側仕様は 20mm 以上の仕様と異なります。なお、1時間準耐火構
造においては、改正されていませんので、軽量セメントモルタルの塗厚さは 20mm 以上の仕
様だけとなります。
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防火構造（軸組）に限り、NPO 法人湿式仕上技術センターが取得した国土交通省大臣認定書
において、屋内側の防火被覆をなしとすることができます。

軽小屋裏、階段裏等で防火被覆としてせっこうボードは必要でしょうか？


